
修
験
集
団
に
み
る
山
岳
通
行
(
情
報
・
交
通
)
の
実
態

長

聖子

覚

峰
入
り
道
の
存
在

に

ゅ

う

ぶ

み

ね

い

修
験
者
(
山
伏
)
が
最
も
重
視
し
た
入
峯
(
峰
入
り
〉
は
、
密
教
思
想
に
も
と
ず
く
金
剛
界
と
胎
蔵
界
を
結
ぶ
一

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
そ
う

前
後
の
山
道
を
集
団
で
通
行
す
る
山
岳
斜
撒
の
修
行
で
あ
る
。
秘
儀
と
さ
れ
る
入
峯
は
、
宗
教
学
・
民
俗
学
な
ど
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
、
近
年
よ
う
や
く
一
貫
性
を
も
っ
た
調
査
・
研
究
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
人
の
山
岳
信
仰
が
精
神
文
化
・
芸
能
・
生
産
活
動

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
は
歴
史
地
理
学
紀
要
二
三
号
で
「
日
本
の
山
地
に
形
成

ひ

こ

さ

ん

さ
れ
た
入
峰
道
(
行
者
道
)
の
歴
史
地
理
的
予
察
」
を
試
み
、
そ
の
後
、
確
認
の
た
め
英
彦
山
春
峰
の
道
け
英
彦
山
|
宝
満
山
の
往
復
約
一

一
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
英
彦
山
秋
峰
の
道
H

英
彦
山
l
福
智
山
の
往
復
約
一
一
一
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
し
た
。
し
か
し
英
彦
山
の
入
峯

は
明
治
以
来
断
絶
し
て
お
り
、
宿
を
伴
う
峰
入
り
道
の
存
在
や
利
用
状
嗣
な
ど
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
現
在
も
入
峯
を
継
承
し

125 

て
い
る
大
峰
山
・
羽
黒
山
で
の
修
行
を
体
験
し
な
が
ら
、
峰
入
り
道
の
存
在
意
義
・
成
立
過
程
・
入
峯
の
経
費
・
財
源
な
ど
を
考
察
し

たハ
1

〉。

そ
の
結
朱
は
概
ね
予
察
し
た
よ
う
に
、

従
来
の
宗
教
・
民
俗
学
な
ど
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
峰
入
り
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道
を
、
山
岳
地
帯
に
お
け
る
主
要
な
幹
線
的
交
通
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
宿
や
路
の
原
初
的
意
味
を
包
蔵
し
て
い

る
可
能
性
も
指
摘
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

従
来
は
山
岳
斜
撤
路
と
し
て
の
峰
入
り
道
の
開
設
を
、
諸
山
の
閉
山
伝
承
に
語
ら
れ
る
人
物
に
付
会
す
る
こ
と
で
納
得
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
羽
黒
山
の
能
除
仙
、

日
光
山
(
男
体
山
)
の
勝
道
、
大
峰
山
の
役
小
角
や
聖
宝
、
白
山
の
泰
澄
、
彦
山
(
享
保
一
四
年
以
降
は

英
彦
山
と
な
る
)
の
役
小
角
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
山
人
た
ち
に
よ
る
踏
分
け
道
、
そ
れ
は
生
活
の

道
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
山
人
が
聖
域
と
し
て
崇
拝
し
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
を
連
鎖
し
、
修
行
の
道
と
し
て
活
用
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
し
て
山
頂
部
、
山
中
の
平
坦
部
、
巨
岩
、
巨
木
、
湧
水
、
渓
流
な
ど
の
何
れ
か
が
あ
っ
て
、
日
照
・
防
風
な
ど
の
気
象
条

し
ゅ
く

件
の
よ
い
場
所
を
、
行
場
兼
宿
泊
可
能
な
「
宿
」
と
し
、
山
岳
地
帯
の
奥
深
く
ま
で
行
動
可
能
な
峰
入
り
道
が
、
中
世
に
は
固
定
し
て
い

た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
近
世
へ
の
全
国
統
一
過
程
の
な
か
で
、
峰
入
り
道
の
宿
が
山
城
に
な
っ
た
り
、
戦
乱
の
た
め
既
存
の
峰
入
り

ル
ー
ト
の
変
更
や
一
部
廃
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
(
る
、

近
世
以
降
、

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
や
同
五
年
(
一
八
七

一
一
)
の
修
験
宗
廃
止
令
に
至
る
ま
で
、
峰
入
り
道
は
山
岳
集
団
に
よ
る
修
行
の
道
と
し
て
、

ま
た
山
地
居
住
者
の
生
活
の
道
と
し
て
、
紀

要
二
三
号
に
図
示
し
た
と
お
り
、
全
国
で
一

O
O座
を
越
え
る
山
岳
を
拠
点
に
発
達
し
て
い
た
。

現
在
も
大
峰
山
や
羽
黒
山
で
は
一

O
O人
前
後
の
山
伏
集
団
が
俗
界
を
離
れ
て
、
毎
年
一

O
目
前
後
の
入
峯
を
実
施
し
て
い
る
。
神
仏

分
離
以
前
で
は
英
彦
山
の
秋
峰
で
(
図
1
)
、
享
和
三
年
(
一
八

O
三
)
に
三
五

O
人
余
が
英
彦
山
|
福
智
山
の
往
復
約
一
三
六
キ
ロ
メ

l

ト
ル
を
七
日
間
費
し
、

そ
の
後
は
英
彦
山
中
で
約
一
カ
月
間
の
龍
山
を
行
な
っ
て
い
る
〈
3
Y

大
峰
山
で
は
翌
年
の
文
化
一
万
年
(
一
八

O

四
)
に
、
記
名
さ
れ
た
山
伏
数
だ
け
で
も
七
七

O
人
余
、
無
記
名
の
群
行
山
伏
は
数
千
人
と
い
う
稀
有
の
大
集
団
が
、
図
ー
に
示
し
た
よ

う
に
、

一
カ
月
を
費
し
て
京
都
か
ら
紀
伊
半
島
の
山
岳
を
縦
断
(
逆
峯
)
し
帰
京
し
て
い
る
?
な
通
常
は
数
十
人
程
度
で
あ
る
が
、

数



色
を
本
論
で
考
察
し
、
山
岳
交
通
路
と
し
て
の
認
識
を
提
起
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
な
お
、

百
人
、
数
千
人
と
い
う
大
集
団
の
山
岳
通
行
と
宿
泊
を
可
能
に
し
た
峰
入
り
道
の
存
在
意
義
と
、
平
野
の
道
と
は
異
な
る
通
行
手
段
の
特

入
峯
と
峰
入
り
は
同
義
に
使
わ
れ
て
い
る

は
な
い
の
で
引
用
記
録
に
準
じ
、

が
、
便
誼
上
、
修
行
を
主
体
と
し
た
場
合
は
入
峯
、
山
岳
持
撤
路
を
指
す
場
合
は
峰
入
り
道
と
し
た
。
峯
と
峰
も
特
に
使
い
分
け
の
基
準

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態
京

% 

峰
入
り
道
と
宿

127 

付

峰
入
り
道
の
性
格

①
山
人
が
利
用
す
る
生
活
の
道

大峰山と英彦山の峰入り道(図中
の太線は山岳斜撤路)
上:文化元年 (1804)当山派の入

峯7/2-8/14
下:弘化2年 (1845)英彦山秋峰

7/晦-9/4，文久4年 (1864)
英彦山春峰2/15-4/10

図 1
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円

み

た

け

平
安
時
代
後
期
(
一
一
世
紀
半
)
に
熊
野
山
か
ら
大
峰
を
へ
て
吉
野
の
金
峰
山
に
十
余
日
を
要
し
て
到
達
し
た
行
者
の
こ
と
が
『
法
華

験
記
』
に
あ
る
こ
と
は
紀
要
二
三
号
で
も
述
べ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
す
で
に
紀
伊
山
地
に
は
迷
う
ほ
ど
の
山
道
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
五
万
分
ノ
一
や
二
万
五
千
分
ノ
一
地
形
図
に
示
さ
れ
た
山
道
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
大
峰
山
ば

か
り
で
な
く
日
本
の
山
地
全
体
に
つ
い
て
、
地
形
図
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
踏
分
け
道
は
実
に
多
い
。
山
道
の
大
部
分
は
一
人
が
通
行
で

き
る
程
度
の
肩
一
一
畑
道
で
あ
る
。
峰
入
り
道
は
、
元
来
は
こ
の
よ
う
な
山
道
を
利
用
し
た
長
距
離
に
及
ぶ
山
岳
斜
撤
路
で
あ
る
か
ら
、
道
筋

一
帯
の
山
地
を
生
活
圏
と
す
る
焼
畑
民
・
猟
師
・
木
地
師
・
柚
人
・
山
師
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
山
人
と
の
聞
に
、
信
仰
や
利
害
関
係
の
大

き
な
対
立
が
あ
る
と
、
峰
入
り
道
の
通
行
は
不
可
能
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
図
2
に
示
し
た
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
〉
の
英
彦
山
秋
峰
に

お
い
て
、
三
日
目
の
宿
泊
予
定
地
で
あ
る
相
田
宮
(
現
在
の
直
方
市
頓
野
〉
の
神
主
と
対
立
し
て
、
宿
を
大
年
宮
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
ハ
5
u
o

」
れ
は
里
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
い
え
、

山
中
の
通
行
や
宿
泊
に
、
山
人
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察

さ
せ
る
。

は

ら

ほ

う

し

ゅ

や

ま

図
3
は
英
彦
山
と
宝
満
山
を
結
ぶ
春
峰
・
夏
峰
の
道
に
沿
う
、
現
在
の
福
岡
県
朝
倉
郡
小
石
原
村
・
宝
珠
山
村
の
狩
猟
の
道
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
地
形
図
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
山
道
が
、
猟
の
道
と
し
て
多
く
存
在
す
る
こ
と
や
、
住
居
か
ら
遠
方
の
猟
場
へ
行
く
と

き
は
、
尾
根
道
に
上
り
、
目
的
地
付
近
で
山
腹
に
下
る
と
い
う
猟
師
の
行
動
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
峰
入
り
道
は
、
現
在
に
お
い

て
も
長
距
離
の
山
中
を
比
較
的
能
率
よ
く
通
行
し
、
狩
猟
場
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
入
峯
修
行
の
場
合
は
、
難
所
に
行
場
を
設

定
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
枝
道
や
迂
廻
路
を
設
け
時
聞
を
か
け
な
が
ら
通
行
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
特
色
は
、
小
石
原
・
宝
珠
山
両
村

以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。

さ
ん
ご
ざ
わ
と
そ
う

中
世
の
入
峯
作
法
を
比
較
的
よ
く
継
承
し
て
い
る
塊
在
の
羽
黒
山
秋
峰
の
三
股
沢
斜
換
を
経
験
し
た
と
き
、
人
跡
稀
な
月
山
々
中
で
ツ
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図 3猟の道(網線)と複合する降入り道(猟の道は1984年現在，降入り道は神仏分離前の状態)
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羽黒山秋1峰の三股沢持激で出会っ

た山伏と茸採りの山人

(1984.8.30撮影)

写真 1

ブ
茸
を
採
る
人
に
出
会
っ
た
(
写
真

1
1
丸
木
橋
も
な
い

ぞ
ま
ぶ
き

三
股
沢
の
渓
流
を
幾
度
も
渡
渉
し
て
い
た
と
き
に
は
山
蕗

採
り
の
人
に
も
出
会
っ
た
。
現
在
も
な
お
出
羽
三
山
の
峰

入
り
道
は
、
山
人
の
生
活
の
道
と
し
て
生
き
て
い
る
。

女
人
禁
制
を
厳
守
す
る
大
峰
山
(
山
上
ケ
岳
)
は
、
最

も
多
く
の
行
者
や
講
員
が
入
峯
す
る
修
験
道
の
根
本
霊
一
場

で
あ
る
。
吉
野
山
と
熊
野
三
山
を
結
ぶ
奥
駈
け
道
は
、
諸

山
に
形
成
さ
れ
た
峰
入
り
道
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
純
然
た

が
明
治
一

O
年
(
一
八
七
八
〉
に
発
行
さ
れ
た
『
大
日
本
分
国
輿
地
全
図
』
(
宮
脇
通
赫
著
)
に
は
、
平
野
を
通
る
主
要
道
と
同
じ
太
線

る
山
岳
科
撤
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
奥
駈
け
道
(
峰
入
り
道
〉
は
、
山
岳
地
帯
の
幹
線
通
路
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

全
般
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
山
伏
集
団
の
入
峯
期
間
は
神
仏
分
離
前
に
お
い
て
も
、

年
間
で
延
二
カ
月
程
度
で
あ
る
官
三

残
り
一

O

②
行
政
・
宗
教
・
交
通
上
の
存
在
意
義

カ
月
は
山
人
が
専
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
現
実
的
に
は
山
人
の
道
を
山
伏
が
入
峯
期
間
だ
け
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

峰
入
り
道
が
一
般
の
山
道
と
異
な
る
第
一
の
特
色
は
、
道
そ
の
も
の
が
国
・
郡
な
ど
の
行
政
境
界
線
と
一
致
す
る
部
分
が
甚
だ
多
い
こ

131 

と
で
あ
る
(
写
真
2
)
。
こ
の
性
質
は
交
通
路
と
し
て
の
機
能
に
留
ま
ら
ず
、
国
-
郡
界
は
容
易
に
変
更
し
難
い
こ
と
か
ら
、
政
治
的
な
標

識
に
な
る
道
と
み
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
英
彦
山
春
蜂
の
山
岳
科
換
部
分
は
、
宝
満
山
ま
で
の
在
路
約
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
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の
う
ち
豊
前
・
豊
後
・
筑
前
の
国
境
ま
た
は
そ
れ
に
隣
接
並
行
し
て
い
る
部
分
は
約
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
四
八
%
〉
、

写真 2 国境や郡境を通る峰入り道
上豊前園小倉藩領と豊後国天領日田の境をな

す英彦山の岳滅鬼峠(標高 940m)を春峰
の道が通る(1984.3. 18.撮影)

下:豊前国田川郡と企救郡(現在は北九州市小
倉南区)の境をなす福智山付近で秋峰の道
は防火線となっている (1983.10. 10.撮影)

を
な
す
部
分
は
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
戸
三
七
克
て
そ
れ
以
外
は
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
一
五
万
)
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
一
五
%
の

一
国
内
の
郡
境

う
ち
約
半
分
は
元
来
郡
境
を
通
っ
て
い
た
も
の
が
、
近
世
以
後
に
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

英
彦
山
秋
峰
の
福
智
山
と
結
ぶ
山
岳
斜
撒
路
は
、
帰
路
の
約
七
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
豊
前
と
筑
前
の
国
境
が
約
六
キ

の
戦
乱
に
よ
っ
て
、

ロ
メ
ー
ト
ル
(
八
%
〉
、
豊
前
国
内
の
郡
境
は
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
三
一
一
八
%
〉
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭

山
城
が
設
け
ら
れ
た
た
め
里
道
に
変
更
し
た
部
分
が
多
い
た
め
で
あ
る
(
前
掲
2
ヨ
そ
れ
で
も
な
お
約
半
分
は
行
政
境

界
線
と
一
致
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。



吉
野
山
か
ら
山
上
ケ
岳
・
弥
山
・
釈
迦
岳
一
大
日
岳
・
玉
置
山
に
至
る
大
峰
連
山
は
、
全
域
が
奈
良
県
面
積
の
六

O
Z強
を
占
め
る
士
口

野
郡
の
中
に
あ
る
た
め
、
国
郡
界
は
な
い
が
、
紀
ノ
川
(
吉
野
川
)
と
熊
野
川
(
十
津
川
・
北
山
川
〉
の
分
水
嶺
で
あ
り
、
天
川
村
の
山

上
ケ
岳
、
十
津
川
村
の
玉
置
山
以
外
は
概
ね
村
境
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
前
記
の
よ
う
に
山
岳
交
通
路
と
し
て
の
存
在
価
値
が
大
き

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
和
・
河
内
国
境
の
二
上
山
・
葛
城
山
・
金
剛
山
か
ら
、
和
泉
・
紀
伊
国
境
の
犬
鳴
山
な
ど
を
へ
て
紀
淡
海
峡
の
友
ケ
島
に
至
る
葛
城

修
験
道
の
峰
入
り
道
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
境
ま
た
は
そ
れ
と
隣
接
並
行
し
て
い
る
。

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

羽
黒
山
秋
峰
の
場
合
は
、
入
峯
の
期
聞
が
古
く
は
七
五
日
間
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
に
一
五
日
と
な

り
、
明
治
四
年
か
ら
は
一

O
日、

昭
和
二
三
年
か
ら
は
八
日
に
短
縮
し
ハ
2
〉、

そ
の
聞
に
龍
山
と
回
峰
型
の
入
峯
に
変
化
し
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、

か
つ
て
羽
黒
山
か
ら
月
山
を
へ
て
葉
山
と
結
ぼ
れ
た
峰
入
り
道
は
郡
境
と
一
致
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

第
二
の
特
色
と
し
て
、
峰
入
り
道
は
「
宿
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
は
宗
教
上
の
聖
域
・
行
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
用
的

前
に
述
べ
た
葛
城
山
入
峯
の
二
八
宿
は
、

な
び
き

山
奥
駈
け
に
は
宿
に
当
た
る
も
の
を
「
扉
」
と
称
し
、
七
五
扉
が
あ
る
。
英
彦
山
は
中
世
以
来
、

に
宿
泊
可
能
な
場
所
で
も
あ
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
経
塚
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
す
)
。
大
峰

四
八
宿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宿
・
麻
酔

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
通
説
と
は
異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
る
の
で
後
に
項
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

第
三
の
特
色
と
し
て
、
現
在
の
峰
入
り
道
は
、
近
代
交
通
の
発
達
で
人
や
物
の
流
通
機
能
が
相
対
的
に
低
下
し
、
荒
廃
し
た
状
態
の
部

分
が
多
い
。
し
か
し
近
代
交
通
の
発
達
前
に
戻
っ
て
考
え
る
と
、
意
外
に
重
要
な
存
在
価
値
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
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本
の
山
地
地
形
の
特
徴
と
し
て
、
急
傾
斜
の
壮
年
谷
が
多
く
、
谷
底
沿
い
に
通
過
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
先
行
性
の
曲
流
谷
が
発
達
し
た

山
地
で
は
、
谷
沿
い
の
通
行
は
著
し
く
長
距
離
と
な
る
か
ら
、
尾
根
筋
や
山
腹
の
山
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
峰
入
り
道
と
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も
合
致
す
る
結
果
と
な
る
す
uo

曲
流
谷
の
発
達
し
た
天
竜
川
中
流
で
は
、

秋
葉
修
験
の
科
撒
路
で
あ
る
山
道
が
、
秋
葉
道
の
名
で
多
用

さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

ま
た
低
地
と
低
地
を
結
ぶ
峠
は
、
内
陸
交
通
路
の
要
地
で
あ
る
。
峰
入
り
道
は
そ
の
峠
を
多
く
連
ね
て
い
る
。
英
彦
山
春
峰
の
峰
入
り

道
に
つ
い
て
、
宝
満
山
ま
で
の
約
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
を
検
討
し
て
み
る
と
、
現
在
も
一
般
の
交
通
に
利
用
さ
れ
て
い
る
主
な
峠
は

が

く

め

き

き

り

い

し

以
下
の
と
う
り
で
あ
る
(
カ
ツ
コ
内
の
数
字
は
標
高
・
メ
ー
ト
ル
)
。
岳
滅
鬼
峠
(
九
四

O
〉
・
研
石
峠
公
ハ
二

O
)
・
長
谷
峠
(
四
八

i

1

1

1

1

1

1

1

1

I

l

l

-

H

H

H

H

U

H

-

み

え

O
〉
・
芝
峠
(
五
四
一
一
)
・
大
薮
峠
(
五
五

O
〉
・
嘉
麻
峠
(
五

O
O
)
・
三
越
峠
(
八
三

O
)
・
馬
見
越
(
六
九

O
)
・
古
八
丁
越

(
四
八

O
)
・
新
八
丁
越
(
五
七

O
〉
・
白
坂
峠
(
四
五

O
)
・
冷
水
峠
(
二
九

O
)
・
米
ノ
山
峠
(
三
四

O
)
な
ど
(
文
中

1
1は
国

道
、
ー
ー
は
車
道
〉
で
あ
り
、
約
五
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
一
カ
所
の
割
合
と
な
る
。
現
在
廃
絶
さ
れ
て
い
る
峠
は
こ
れ
ら
の
数
倍
に
も

及
ぶ
か
ら
、
英
彦
山
春
峰
の
道
は
ま
さ
に
峠
の
連
続
と
い
え
る
。
峠
数
の
多
少
は
地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
峰
入
り
道

の
全
体
像
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
実
態
か
ら
考
え
て
、
内
陸
交
通
の
要
衝
を
連
鎖
し
た
道
と
し
て
、
近
代
交
通
の
発
達
前
に
は
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

C::} 

宿
・
醸
の
存
在
意
義

①
原
初
的
意
味
を
も
っ
宿
と
鹿

「
宿
」
を
漢
字
語
源
か
ら
解
釈
す
れ
ば
、
「
人
が
廟
中
に
宿
直
す
る
こ
と
を
示
す
。
廟
は
祖
霊
の
前
で
行
う
朝
礼
の
場
所
」
と
な
っ
て
い

る
ハ
日
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
交
通
史
上
で
宿
と
い
え
ば
古
代
官
営
の
駅
に
対
し
て
、

私
営
の
施
設
を
指
し
た
が
、

の
ち
に
統
一
し
て
宿

駅
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
〈
U
〉

O

ま
た
宿
が
普
及
し
た
の
は
平
安
時
代
末
期
の
東
海
道
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
東
国

地
方
の
開
発
が
進
み
、
東
山
道
よ
り
東
海
道
の
価
値
が
高
ま
り
、
交
通
量
の
上
昇
に
よ
っ
て
一
般
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
か
ら
と
も
い
わ



れ
る
ハ
ロ
〉

O

こ
の
よ
う
に
政
治
・
経
済
上
の
必
要
施
設
と
し
て
発
生
し
た
宿
か
ら
は
、

霊
所
に
泊
っ
て
朝
礼
す
る
場
所
と
い
う
原
初
的
意

味
ば
符
合
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
峰
入
り
道
の
宿
で
あ
れ
ば
、
山
は
祖
霊
の
龍
る
他
界
観
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
場
所
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
朝
は
祖
霊
の
前
で
礼
拝
す
る
場
所
と
も
な
る
。

つ
ま
り
峰
入
り
の
宿
は
、
漢
字
語
源
の
意
味
す
る
宿
の
原
初
的
な
要

素
を
留
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

峰
入
り
の
宿
の
初
見
は
、
長
承
二
年
(
一
二
三
ニ
)
に
書
写
さ
れ
た
「
金
峯
山
本
縁
起
!
大
峰
宿
員
凡
一
百
二
十
」
自
)
に
記
さ
れ
た
(
実

際
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
約
八

O
宿
)
熊
野
山
宿
か
ら
、
玉
置
ハ
玉
来
)
宿
・
仙
行
寺
(
神
仙
〉
宿
・
小
篠
宿
な
ど
を
へ
て
王
熟
仙
宿
に

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

至
る
一
連
の
宿
名
で
あ
る
。
峰
入
り
道
で
結
ぼ
れ
た
こ
れ
ら
の
約
八

O
宿
は
、
東
海
道
に
宿
が
多
数
発
達
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
大
峰
山
で
は
宿
の
名
称
を
用
い
ず
、

七
五
廃
と
称
し
て
い
る
。
従
来
の
説
に
よ
れ
ば
「
廃
」
と
は
、
制
大
峰
山
を
開

い
た
役
行
者
の
威
徳
に
廃
く
場
所
と
い
う
意
味
や
、
同
奥
駈
け
の
道
筋
は
標
高
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
峰
が
連
続
す
る
た
め
、
草

木
は
強
風
に
扉
く
恰
好
で
成
長
し
て
い
る
姿
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
れ
も
説
得
力
に
欠
け
て
お
り
、
も
っ
と
深
遠
な
意
味
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
世
末
(
一
六
世
紀
前
半
)
の
彦
山
修
験
道
教
典
に
よ
れ
ば
(
草
、
峯
中
路
(
峰
入
り
道
)
の
こ
と
を
「
修
行
」
、
路
の
こ
と
を
「
ナ
ピ

キ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
同
時
期
の
別
記
録
に
は

8
v
「
据
大
峯
、
修
行
彦
山
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
峯
中
路
の
こ
と
を
彦
山
で
は

し

こ

お

り

な

び

き

な

ぽ

き

修
行
・
路
と
よ
び
、
大
峯
山
で
は
掘
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
用
語
は
俗
人
に
通
じ
難
い
山
伏
特
有
の
密
言

(
隠
語
)
で
あ
る
が
、
峰
入
り
道
を
修
行
と
宛
字
し
て
い
る
こ
と
は
、
山
路
で
の
斜
換
を
如
何
に
重
視
し
て
い
た
か
を
窺
わ
せ
る
。
そ

か

く

ろ

ら

く

し
て
路
と
は
、
「
芦
符
は
各
。
各
に
賂
・
洛
の
声
が
あ
る
。
各
は
祝
躍
し
て
神
を
よ
び
、
神
霊
が
降
下
す
る
こ
と
を
一
不
す
字
で
、
路
と
は

ナ
ポ
キ

神
の
下
る
道
と
い
う
」
白
〉
と
す
る
原
初
的
意
味
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
据
」
も
ま
た
、
神
霊
の
前
に
障
掘
す
る
姿
を
示
し
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て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
峰
入
り
道
は
、
神
霊
の
降
下
す
る
路
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
山
嶺
や
そ
れ
に
並
行
し
て
通
る
場
合
が
多
い
。
も
し
霊

所
が
山
腹
や
谷
に
あ
れ
ば
枝
道
を
分
岐
し
て
霊
所
に
下
り
、
再
び
尾
根
筋
に
戻
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
大
峰
山
奥
駈
け
の
経
管

岩
、
羽
黒
山
秋
峰
の
阿
久
谷
、
英
彦
山
春
峰
の
笠
ノ
窟
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

②
多
様
な
宿
の
形
態

山
伏
集
団
が
山
岳
地
帯
を
長
距
離
に
わ
た
っ
て
斜
搬
す
る
た
め
の
宿
泊
、
あ
る
い
は
ま
た
長
期
間
の
龍
山
修
行
を
す
る
た
め
の
行
屋
と

し
て
宿
が
必
要
と
な
る
。
宿
の
配
置
は
、
入
峯
の
拠
点
す
な
わ
ち
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
中
心
的
山
岳
で
は
、
社
寺
や
宿
坊
が
多
い
た
め
宿

も
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
こ
を
離
れ
る
と
峰
入
り
道
に
沿
っ
て
、
大
峰
山
・
葛
城
山
・
英
彦
山
な
ど
の
場
e

合、

一
・
五
|
二
キ
ロ
メ

l
ト

ル
に
一
カ
所
の
割
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
集
団
で
山
地
を
通
行
す
る
場
合
、
休
憩
を
と
る
た
め
の
適
当
な
距
離
と
所
要
時
間
に
合
致
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
大
峰
山
七
五
罪
、
英
彦
山
四
八
宿
、
葛
城
山
二
八
宿
な
ど
の
数
値
は
、
宗
教
的
意
味
に
よ
っ
て
配
置
し
た
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
紀
要
二
三
号
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
宗
教
的
必
要
性
と
実
用
的
宿
泊
ま
た
は
休
憩
の
機
能

が
融
合
し
て
い
る
。
そ
れ
が
山
岳
交
通
路
と
し
て
の
峰
入
り
道
の
宿
・
罪
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
実
際
に
宿
泊
す
る
宿
坊
の
場
合
は
、
寺
社
に
非
ず
、
旅
龍
に
非
ず
、
両
者
が
折
衷
し
て
お
り
、
祭
壇
の
あ
る
座
敷
や
広
間

で
寝
食
も
す
る
。
そ
の
例
は
現
在
も
大
峰
山
(
山
上
ケ
岳
〉
の
山
頂
部
に
発
達
し
た
五
院
か
ら
な
る
宿
坊
(
行
屋
と
も
よ
ん
で
い
る
)
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
(
写
真

3
1
そ
れ
は
木
造
の
大
き
な
建
造
物
で
、

一
階
は
祭
壇
・
食
堂
、
二
階
は
寝
室
と
な
っ
て
お
り
、
天
水
を

利
用
し
な
が
ら
一
軒
で
こ

O
O名
前
後
は
宿
泊
可
能
で
あ
る
。

純
粋
な
社
・
寺
・
窟
も
宿
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
現
在
は
宿
泊
し
な
い
が
神
仏
分
離
前
に
は
英
彦
山
春
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写真 3 山伏集団の峰入りの宿

上:大峰山(山上ケ岳)の標高 1，700m付近に
ある山上宿坊 (1983.6.18.撮影)

中:英彦山春降の下宮宿，標高 130m。神仏分
離以後は英彦山神宮摂社として宿の機能は
失われている (1984.10.7.撮影)

下:羽黒山秋峰の宿となる荒沢寺
標高 310m (1984.8.31.撮影)

に
も
記
さ
れ
て
い
る
大
峰
山
笠
ノ
石
室
、
紀
要
二
三
号
に
写
真
を
掲
載
し
た
英
彦
山
大
南
窟
な
ど
が
あ
る
。

現
在
も
羽
黒
山
秋
峰
の
宿
と
な
っ
て
い
る
荒
沢
寺
(
写
真
3
1
平
安
時
代
の

『
法
華
験
記
』
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の
準
備
場
)
な
ど
が
集
合
し
た
宿
を
山
中
に
設
定
し
て
い
た
。

ま
た
宿
坊
や
社
寺
窟
が
利
用
で
き
な
い
と
き
、
英
彦
山
の
場
合
に
は
、
大
宿
(
行
屋
)
・
柴
宿
〈
強
力
の
詰
所
〉
・
細
工
場
(
法
具
な
ど

以
上
の
よ
う
な
龍
山
・
宿
泊
を
伴
う
宿
に
対
し
て
、
簡
単
な
勤
行
と
休
憩
を
す
る
宿
は
、
小
規
模
な
社
堂
・
石
嗣
・
自
然
崇
拝
物
な
ど

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
峰
入
り
の
宿
は
、
総
て
雨
露
を
凌
ぐ
施
設
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
多
彩
な
宿
の
形
態

峰
の
下
宮
宿
の
よ
う
な
社
殿
(
写
真
3
Y

は
、
宿
の
原
初
的
な
姿
が
峰
入
り
道
に
沿
っ
て
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紀
要
二
三
号
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
も
屋
久
島
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の
原
集
落
の
タ
ケ
マ
イ
リ
の
帰
路
に
は
、
窟
か
杉
な
ど
の
大
樹
の
も
と
に
野
宿
す
る
こ
と

2
y
『
西
遊
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
三
年
(
一

七
八
二
)
に
古
河
古
松
軒
は
、
英
彦
山
か
ら
耶
馬
渓
に
向
か
う
途
中
、
旅
龍
が
な
い
の
で
「
辻
堂
」
に
泊
っ
て
い
る
こ
と
。
『
奥
の
細
道
』

で
は
、
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
に
松
屠
芭
蕉
が
月
山
山
頂
(
九
合
自
の
鍛
冶
小
屋
と
も
い
う
)
で
、

「
笹
を
敷
き
篠
を
枕
と
し
て
」
泊

っ
た
こ
と
。
平
安
時
代
の
『
更
級
日
記
』
で
は
、
三
河
国
の
山
中
で
「
庵
」
に
泊
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
施
設
の
整
う
以
前
の
「
宿
」
の

姿
が
、
峰
入
り
道
の
宿
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

山
伏
集
団
の
山
岳
通
行
形
態

付

山
岳
科
撤
(
入
峯
〉
の
装
束

と

き

ん

畠

ゃ

い

が

さ

ゆ

い

す

ず

か

け

特
異
な
山
伏
の
法
衣
・
法
具
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
来
、
「
山
伏
十
六
道
具
」
(
前
掲
河
川
〉
と
し
て
、
頭
襟
・
班
蓋
・
結
袈
裟
・
鈴
繋
・
法
螺
・

ひ

っ

し

き

わ

ら

じ

錫
杖
・
念
珠
・
金
剛
杖
・
書
笈
・
形
箱
・
引
敷
・
柴
打
・
走
縄
・
檎
扇
・
藁
桂
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
宗
教
的
意
味
や
用

法
に
つ
い
て
は
、

宮
家
準
氏
に
よ
る
精
微
な
論
著
が
あ
り
(
話
、

通
俗
的
に
は
古
く
か
ら
『
山
伏
問
答
』
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
本
論
で
は
山
岳
通
行
上
の
実
用
的
な
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。

山
伏
の
法
衣
や
法
具
は
、
外
見
上
は
派
手
で
大
仰
に
み
え
る
が
、
山
岳
通
行
に
必
要
か
つ
実
用
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

大
日
如
来
五
智
円
満
の
宝
冠
を
表
わ
す
「
頭
襟
」
は
、
山
岳
斜
撤
中
に
取
り
は
ず
し
て
水
受
け
や
水
汲
み
の
容
器
と
な
っ
て
渇
を
い
や

す
。
「
班
蓋
」
は
母
胎
内
に
住
し
て
衣
那
を
戴
い
た
姿
と
さ
れ
る
が
、
実
用
的
に
は
風
雨
や
日
除
け
の
笠
で
あ
る
。
「
脚
半
」
は
腔
足
の
保

護
、
「
鈴
繋
」
(
鈴
懸
〉
の
衣
や
袴
を
実
際
に
着
用
し
て
山
野
を
行
動
し
て
み
る
と
、
極
め
て
軽
快
に
行
動
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
九
条
衣
(
法
衣
〉
を
折
り
た
た
ん
だ
形
に
擬
し
た
と
さ
れ
る
「
結
袈
裟
」
は
、
布
地
や
房
一
の
色
に
よ
っ
て
山
伏
の
階
位
す
な



わ
ち
峰
入
り
の
経
験
回
数
な
ど
を
、
遠
方
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
。

い
ら
た
か
ね
ん
じ
ゅ

「
法
鯨
」
の
吹
奏
は
特
に
集
団
の
統
制
や
意
志
伝
達
に
重
要
で
あ
り
、
「
念
珠
」
(
最
多
角
念
珠
〉
と
「
錫
杖
」
も
ま
た
読
経
・
真
言
な

ど
の
唱
和
に
音
響
効
果
を
発
揮
し
て
法
楽
の
雰
囲
気
を
つ
く
る
。
「
金
剛
杖
」
は
破
魔
・
仏
法
護
持
・
金
胎
不
二
の
塔
婆
を
象
徴
す
る
が
、

実
用
的
に
は
杖
で
あ
り
、
初
参
加
の
新
客
に
と
っ
て
は
、
薪
や
水
桶
を
運
ぶ
担
棒
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
荷
札
や
記
帳
な
ど
を
納
め
る

「
形
箱
」
と
、
本
尊
や
仏
具
な
ど
を
納
め
る
「
書
笈
」
(
縁
笈
・
笈
)
を
母
胎
と
し
て
背
負
う
。
そ
れ
は
ま
た
両
手
を
自
由
に
使
え
る
最
も

合
理
的
な
山
道
の
運
搬
方
法
で
あ
る
。
下
級
山
伏
は
収
納
量
が
大
き
く
、
食
糧
や
法
具
な
ど
を
一
緒
に
背
負
う
「
横
笈
」
を
用
い
た
。
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文
珠
菩
薩
が
獅
子
に
跨
っ
て
降
臨
し
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
た
「
引
敷
」
は
滞
羊
の
毛
皮
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
も
座
す
こ
と
の

で
き
る
便
利
さ
が
あ
る
。
「
柴
打
」
は
鍔
の
な
い
小
万
で
あ
り
、
煩
悩
・
魔
降
を
断
破
す
る
不
動
の
智
剣
と
さ
れ
て
い
る
が
、
護
摩
木
や
柴

(
薪
)
採
り
、
木
細
工
に
使
用
す
る
刃
物
で
あ
る
。
「
檎
一
扇
」
も
ま
た
煩
悩
を
消
滅
さ
せ
る
火
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
槍
の
薄
板
で
作
っ
た

扇
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
走
縄
」
は
煩
悩
を
繋
縛
す
る
七
尋
半
(
約
一
三
メ
ー
ト
ル
)
の
縄
で
あ
り
、
登
山
の
ザ
イ
ル
そ
の
も
の
と
い
え

や
つ
め

る
。
「
藁
桂
」
は
八
目
わ
ら
じ
と
も
称
し
、
行
者
自
身
が
八
葉
蓮
華
台
の
上
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
い
緒
を
通
す

ち乳
の
数
、
が
、
普
通
の
わ
ら
じ
よ
り
多
い
八
箇
あ
る
こ
と
は
、
足
に
密
着
し
て
山
岳
の
蹴
渉
に
適
し
た
く
ふ
う
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
山
伏
の
法
衣
・
法
具
は
独
特
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
長
距
離
に
わ
た
る
山
地
の
通
行
や
長
期
の
龍
山
に
必

要
な
最
小
限
の
装
備
を
集
約
し
た
も
の
と
い
え
る
。

H 

峰
入
り
道
の
通
行

①
入
峯
集
団
の
統
制

山
地
で
は
樹
木
や
薮
に
被
わ
れ
て
視
界
が
き
か
な
い
と
、

た
と
え
近
距
離
で
あ
っ
て
も
、
山
道
は
迷
い
や
す
い
。
そ
の
例
と
し
て
江
戸
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時
代
の
記
録
で
は
、
宝
満
山
か
ら
英
彦
山
に
向
か
う
峰
入
り
道
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
平
地
童
子
(
悪
除
童
子
・
大
日

是
ノ
タ
ヲ
ヨ
リ

右
ニ
駈
ル
」
(
刊
日
)
(
カ
ツ
コ
内
は
加
筆
)

0

宝
性
仏
〉
、
直
ニ
駈
上
ル
、
十
三
岳
ト
云
也
、
三
ツ
メ
四
ツ
メ
ハ
右
、
九
ツ
目
ハ
左
、

こ
の
短
文
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、

!s 

山地届住者
手亘書E

地居住
者(檀君臨数426，431軒)

平

英彦山山伏集団

図 4 英彦山修験道における入峯集団の構成

檀那総数および 1坊当り檀那所持は明治7年(1874)，それ以外の数

字は神仏分離以前(江戸時代末期)

ム入峯(峰入り)集団

十
三
目
ヨ
リ
タ
ヲ
(
峠
〉
広
シ
、

数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
峰
入
り
道
を
踏
破
す
る
に

は
、
嶺
・
尾
根
・
峠
・
沢
な
ど
の
形
状
か
ら
正
し

い
道
筋
を
塾
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

入
峯
集
団
に
お
け
る
最
高
責
任
者
は
入
峯
を
九

度
以
上
経
験
し
た
大
先
達
と
さ
れ
て
い
る
が
ハ
恕
、

実
際
に
集
団
の
山
岳
通
行
を
可
能
に
し
て
い
た
の

は
度
衆
の
存
在
で
あ
る
。
度
衆
は
大
先
達
に
昇
進

で
き
な
い
下
級
修
験
(
強
力
)
で
あ
る
が
、
入
峯

の
経
験
を
重
ね
て
、
そ
の
修
法
上
の
手
順
や
、
山

の
地
理
に
精
通
し
て
い
た
。

図
4
は
神
仏
分
離
前
に
お
け
る
英
彦
山
修
験
道

と
入
峯
集
団
の
構
成
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
身
分
的
に
は
頂
点
に
立
つ
大
先
達
と
、

底
辺
を
構
成
す
る
度
衆
に
挟
ま
れ
て
、
常
に
集
団

の
中
心
に
置
か
れ
て
行
動
す
る
の
が
新
客
と
同
行



で
あ
る
。
入
峯
初
参
加
の
新
客
は
一
五
歳
前
後
の
者
が
多
く
、
成
人
式
・
入
門
式
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
同
行
も
ま
た
新
客
に
準
じ
る

入
峯
経
験
の
浅
い
者
で
あ
っ
た
。
集
団
の
規
模
や
修
験
道
の
教
派
に
よ
っ
て
、
集
団
を
統
制
す
る
役
職
の
種
類
と
名
称
に
違
い
は
あ
る

が
、
最
も
単
純
に
集
約
す
れ
ば
、

「
大
先
達
、
新
客
・
同
行
、
度
衆
」
と
な
る
。
こ
の
集
団
構
成
は
、
峰
入
り
道
を
通
行
す
る
場
合
に
、

昔
も
今
も
変
ら
な
い
構
図
と
考
え
ら
れ
る
。

入
峯
集
団
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
初
め
に
大
規
模
な
例
を
述
べ
た
が
、
中
世
末
の
彦
山
で
は
、
三
季
の
入
峯
(
春
峰
・
夏
峰
・

秋
峰
)
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一

O
O人
を
こ
え
た
と
推
察
さ
れ
る
記
録
が
あ
る
〈
担
。
江
戸
時
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
英
彦
山
で
は
通
常
の
場

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

合
、
毎
年
三
季
そ
れ
ぞ
れ
に
二

O
人
前
後
で
あ
っ
た
。

宝
満
山
の
場
合
は
四
年
に
一
度
で
三

O
i
一
O
O人
余

avr阿
蘇
山
で
は
五

1

一
O
年
に
一
度
で
二
五

l
一
O
五
人
ハ
号
、
肥
前
牛
尾
山
で
は
背
振
山
と
多
良
岳
へ
一
年
交
替
の
入
峯
を
二

O
人
前
後
で
行
な
っ
て
い

る

av
現
在
で
は
毎
年
一
回
行
な
わ
れ
る
例
と
し
て
、
京
都
聖
護
院
の
大
峰
山
奥
駈
け
や
、
三
宝
院
の
大
峰
山
花
供
入
峯
で
は
一

0
0
1二
O

O
人
程
度
、
山
形
県
出
羽
三
山
神
社
や
羽
黒
山
荒
沢
寺
で
は
一

O
O人
前
後
、
日
光
律
院
の
花
供
入
峯
も
一

O
O人
く
ら
い
の
集
団
で
あ

る。

②
山
岳
通
行
に
お
け
る
意
志
・
情
報
の
伝
達
方
法

山
伏
十
六
道
具
は
山
岳
科
撤
に
必
要
な
法
衣
・
法
具
で
あ
る
と
同
時
に
、
峰
入
り
道
の
通
行
に
適
し
た
実
用
的
な
装
備
で
あ
る
こ
と
を

前
に
述
べ
た
。
そ
の
峰
入
り
道
で
行
な
う
宗
教
行
為
、
す
な
わ
ち
法
螺
貝
を
吹
き
、
山
念
仏
を
唱
え
、
宿
に
碑
伝
を
残
し
、
柴
灯
(
採
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灯
)
護
摩
で
立
昇
る
火
煙
も
ま
た
、
集
団
内
や
遠
方
に
意
志
情
報
を
伝
達
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
と
い
え
る
。

川
集
団
内
の
意
志
伝
達
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山
伏
集
団
の
通
行
規
則
と
し
て
、
す
で
に
中
世
末
の
彦
山
で
は
、
山
道
で
行
違
う
と
き
に
は
下
り
の
山
伏
が
自
分
の
左
方
に
よ
け
て
上

り
の
山
伏
を
通
す
よ
う
定
め
て
い
た

av
江
戸
時
代
の
彦
山
・
宝
満
山
の
入
峯
絵
巻
ゃ
、
現
在
の
大
峰
山
・
羽
黒
山
な
ど
の
入
峯
行
動

を
み
る
と
、
山
道
・
里
道
・
市
中
の
如
何
を
問
わ
ず
、

一
列
通
行
を
す
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
極
端
に
大
規
模
な
集
団
で
、
道
の

広
い
場
合
の
み
複
数
列
を
指
示
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

一
般
的
に
山
伏
集
団
の
通
行
形
態
は
一
列
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
岳
地
帯
の
狭
い
峰

入
り
道
を
通
行
す
る
と
き
の
集
団
形
態
を
常
時
基
準
に
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
集
団
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
先
頭

と
後
尾
の
間
隔
は
聞
き
、
曲
折
の
多
い
山
道
で
は
集
団
体
高
の
姿
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
の
場
合
の
統
制
と
重
要
な
意

士
山
の
伝
達
に
は
次
の
よ
う
な
子
段
が
用
い
ら
れ
る
。

法
螺

『
密
教
大
辞
典
』
(
法
蔵
館
)
に
よ
れ
ば
、

元
来
は
釈
迦
の
説
法
・
音
声
の
標
峨
で
あ
り
、
螺
声
を
聞
く
衆
生
は
滅
罪
し
、
あ
る

い
は
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
法
共
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
現
在
も
「
本
山
流
法
螺
音
譜
」
詰
)
に
よ

れ
ば
、
説
法
・
駈
相
・
問
答
・
案
内
・
集
合
・
宿
入
・
宿
出
・
寒
行
な
ど
の
吹
き
方
が
、
独
特
の
音
譜
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

神
仏
分
離
前
の
英
彦
山
で
は
、
約
二
五

O
坊
の
山
伏
が
そ
れ
ぞ
れ
自
坊
を
示
す
音
譜
を
持
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

山
念
仏

集
団
内
の
自
己
存
在
を
示
し
、
相
互
の
激
励
に
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
山
念
仏
で
あ
る
。
宗
教
的
に
は
心
身
を
清
浄
に
し
て

間
耐
問
機
悔
」
を
唱
え
る
こ
と

聖
な
る
山
に
入
る
自
己
暗
示
的
な
念
仏
と
も
い
え
る
。
現
在
最
も
よ
く
普
及
し
て
い
る
の
は
、
「
六
根
清
浄

で
あ
る
が
、
古
く
は
山
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
形
跡
、
が
あ
る
。
戸
川
安
章
氏
に
よ
れ
ば
羽
黒
山
で
は
、
明
治
以
前
は
「
ナ
ン
マ
イ
ダ
ン
ボ
、

お
山
繁
盛
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

拍
子
木

峯
中
に
お
け
る
勤
行
の
区
切
の
合
図
ゃ
、
読
経
唱
和
の
拍
子
な
ど
に
用
い
る
ほ
か
、
享
和
三
年
(
一
八

O
三
)
に
三
五

O
人

げ
き
た
〈

一
三
カ
所
に
二
名
ず
つ
分
散
し
、
撃
析
(
拍
子
木
を
打
つ
〉
に
よ
っ

で
行
な
わ
れ
た
英
彦
山
秋
峰
で
は
、
里
道
を
進
む
行
列
の
な
か
で
、



て
通
行
の
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
集
団
行
動
の
統
制
に
そ
の
音
響
を
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

度
衆

法
螺
・
撃
析
・
山
念
仏
は
音
響
・
音
声
に
よ
る
伝
達
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
人
が
直
接
伝
達
す
る
こ
と
が
多
い
。
英
彦
山
の
入

峯
で
は
そ
の
任
に
当
る
の
が
度
衆
で
あ
る
。
集
団
の
人
数
が
多
い
場
合
に
は
、
度
衆
の
中
か
ら
特
に
「
開
次
」
と
か
「
遠
見
」
と
名
付
け

ら
れ
た
専
門
の
連
絡
係
が
配
置
さ
れ
た
。

同
集
団
外
と
の
意
志
伝
達

度
衆

近
世
英
彦
山
の
入
峯
記
録
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
峰
入
り
道
に
沿
う
行
先
や
、
英
彦
山
内
の
情
報
は
度
衆
を
介
し
て
、
ど

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

の
よ
う
な
山
中
に
い
て
も
常
時
把
握
し
な
が
ら
通
行
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
俗
界
を
離
れ
て
秘
行
に
専
念
す
る
は
ず

の
入
峯
集
団
が
、

な
ぜ
世
間
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
の
理
由
は
、
入
峯
期
間
中
に
大
先
達
以
下
の
山
伏
集
団
の
近
親
者
に
、
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
別
火
の
忌
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
集
団
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
大
先
達
の
身
辺
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
、
集
団
全
体
が
服
喪
し
、
予
定
の
行
動
を

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
は
、
英
彦
山
宿
坊
か
ら
行
中
見
舞
の
食
糧
が
再
三
届
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
仕
事
に
は
峰
入
り
道
や
峯
中
の
行
動
を
よ
く
存
知
し
て

い
る
健
脚
・
剛
力
の
度
衆
が
当
っ
た
。

第
三
は
、
集
団
が
宿
か
ら
宿
へ
移
動
す
る
場
合
、
次
の
宿
泊
予
定
の
社
寺
や
村
々
の
庄
屋
な
ど
に
先
触
を
出
し
て
い
た
た
め
、
常
時
行

先
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
任
に
当
る
者
を
「
先
廻
り
度
衆
」
と
称
し
た
。

只
吹
は
集
団
外
と
の
連
絡
に
不
可
欠
で
あ
る
。
音
響
効
果
の
範
囲
は
、
法
螺
の
数
や
、
そ
の
時
の
気
象
と
地
形
条
件
な
ど
に
よ
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法
螺

っ
て
一
様
で
は
な
い
が
、
英
彦
山
の
春
峰
で
は
、
宝
満
山
か
ら
帰
山
し
た
と
き
、
山
麓
の
貝
吹
峠
で
必
ず
合
図
の
法
螺
貝
を
吹
い
た
。
峠
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採
燈
護
摩
と
合
火
(
狼
煙
)

か
ら
英
彦
山
の
宿
坊
集
落
ま
で
は
直
線
距
離
に
し
て
二
J
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

同
じ
春
峰
の
往
路
で
英
彦
山
の
宿
坊
集
落
か
ら
、
西
方
に
望
見
さ
れ
る
直
線
距
離
五

l
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
不
動
岩
(
不
動
宿
)
で
は
、

一
O
日
余
の
龍
山
行
を
し
た
の
ち
、
英
彦
山
に
宿
立
の
合
図
を
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
、
法
螺

で
は
効
果
が
な
い
た
め
か
、
深
夜
の
採
燈
護
摩
が
合
図
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
入
峯
集
団
と
し
て
は
、
仏
の
智
火
で
煩
悩
を
焼
滅
さ
せ
、

本
尊
と
我
と
不
二
の
境
地
に
入
っ
て
、
天
下
泰
平
・
諸
願
成
就
を
祈
願
す
る
と
い
う
修
法
を
行
な
っ
た
ま
で
か
も
知
れ
な
い
が
、
採
灯
護

摩
は
著
し
い
火
煙
の
た
め
、
昼
夜
の
如
何
を
問
わ
ず
、
結
果
的
に
は
狼
煙
の

効
果
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
望
見
す
る
英
彦
山
の
人
々
に
対
し
て

は
、
入
峯
が
予
定
の
日
時
通
り
順
調
に
進
行
し
て
い
る
か
否
か
の
シ
グ
ナ
ル

と
な
っ
た
。

ま
た
狼
煙
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
記
録
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
記
の
不

動
岩
か
ら
更
に
直
線
距
離
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
の
、
山
ノ
峠
で
は
、
文
化

二
年
(
一
八

O
五
〉
の
記
録
音
掲
号
に
「
山
ノ
峠
ニ
合
火
ヲ
炊
、
至
極
大
火
也
」

と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
英
彦
山
に
対
す
る
合
図
と
考
え
ら
れ
る
。
山
ノ
峠
か

ら
更
に
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
の
、
両
界
岳
(
扉
山
〉
で
も
採
灯
護
摩
が
行

な
わ
れ
る
。
両
界
岳
は
英
彦
山
と
宝
満
山
の
中
聞
に
位
置
し
(
両
山
か
ら
の

直
線
距
離
は
約
二
ハ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
、
お
そ
ら
く
両
山
に
対
す
る
合
図
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
峰
入
り
道
に
配
置
さ
れ
た
多
数
の
行
場
を
、
確
実
に
巡
行
す
る
に
は
道
標
の
よ
う
な
標
識
が
な
い
と
不

安
で
あ
り
、
乱
即
日
仰
は
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
勤
行
の
し
る
し
に
、
願
文
・
願
主
・
年
月
日
な
ど
を
書
い
た
板
札
を
社
堂
の

碑
惇

壁
な
ど
に
打
付
け
る
。
社
堂
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
写
真
4
の
よ
う
に
樹
木
に
札
打
を
す
る
。
約
一

1
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
は
あ
る
宿

の
配
置
を
考
え
る
と
、
宿
の
社
堂
や
樹
木
に
札
打
が
あ
れ
ば
、
峰
入
り
道
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
代
交
通
や
通
信
子
段
の
発
達
以
前
に
、
広
域
の
山
岳
地
帯
で
集
団
が
厳
し
い
入
峯
修
行
を
遂
行
し
な
が
ら
、
確
実
に
通
行
で
き
た
蔭

に
は
、
修
法
・
勤
行
そ
れ
自
体
が
実
用
的
な
山
岳
通
行
の
情
報
伝
達
の
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

同

峯
中
の
食
糧

山
伏
集
団
が
長
期
の
龍
山
と
長
距
離
の
峰
入
り
道
を
踏
破
す
る
場
合
、
山
中
に
お
け
る
食
糧
の
需
給
は
ど
の
よ
う
に
し
た
で
あ
ろ
う

か
。
数
百
人
、
数
千
人
の
入
峯
記
録
に
は
そ
の
こ
と
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
神
仏
分
離
前
に
、
二

O
名
前

後
で
行
な
わ
れ
て
い
た
英
彦
山
の
入
峯
と
、
現
在
の
大
峰
山
や
羽
黒
山
の
場
合
を
参
考
に
し
て
、
山
岳
地
帯
の
通
行
に
み
ら
れ
る
食
生
活

の
実
態
を
考
察
し
た
。

現
在
の
大
峰
山
奥
駈
や
羽
黒
山
秋
峰
で
は
、
入
峯
開
始
直
前
の
饗
膳
は
精
進
料
理
の
馳
走
で
あ
り
、
入
峯
成
就
の
饗
膳
は
酒
肴
も
十
分

お
い
お
く
り

「
笈
送
」
と
よ
ば
れ
る
強
力
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
る
一
汁
一
菜
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

に
振
舞
わ
れ
る
。

羽
黒
山
秋
峰
の
峯
中
で
は
、

一
汁
も
鏡
汁
と
称
し
、
具
の
入
つ
て
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
三
日
間
の
断
食
満
願
の
と
き
に
は
、
外
部
か
ら
行
中
見
舞
の
馳
走
が
差

入
れ
ら
れ
る
。
神
仏
分
離
前
の
英
彦
山
で
も
、
入
峯
前
後
の
馳
走
、
峯
中
の
粗
食
、
外
部
の
行
中
見
舞
や
接
待
と
い
う
現
在
の
羽
黒
山
と
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類
似
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
英
彦
山
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
加
え
た
い
。

川
刊
入
峯
集
団
内
で
の
炊
飯
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入
峯
記
録
に
よ
れ
ば
、
龍
山
の
宿
で
は
神
仏
諸
尊
へ
の
御
供
を
炊
き
、

一
日
の
米
の
量
は
大
先
達
・
度
衆
は
大
合
ま
た
は
中
合
の
容
器
に
一
杯
あ
て
が
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
新
客
・
同
行
は
小
合
で

新
客
は
一
日
に
手
窪
(
掌
〉

、A
V

、4

、

し
カ

あ
っ
た
ハ
号
。

一
同
も
共
食
す
る
。
そ
の
炊
飯
の
具
体
的
方
法
は
詳
か
で
は
な

大
中
小
合
が
ど
の
く
ら
い
の
容
量
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
小
合
に
つ
い
て
は
、

杯
の
米
で
修
行
し
た
と
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甚
だ
少
量
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
新
客
・
同
行
に
は
七
昼
夜
の
断
食
が

課
せ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
餓
鬼
道
を
克
服
す
る
こ
と
は
入
峯
の
重
要
な
修
行
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
新
客
・
同
行
の
中
に
は
、
疲
労
か

い

し

こ

づ

み

い

し

こ

づ

め

ら
病
と
な
り
入
峯
を
遂
行
で
き
な
く
な
る
と
、
息
の
あ
る
う
ち
に
葬
る
石
小
積
(
石
小
詰
)
の
詫
が
あ
り
、
図
2
に
示
し
た
よ
う
に
峰
入

り
道
に
沿
っ
て
点
在
し
て
い
る
。
写
真
5
は
そ
の
典
型
的
な
山
伏
塚
で
あ
る
。

石小積の山伏塚(福岡県田川市精)

英彦山から福智山へ向かう秋峰の道に

現在まで語り継がれ供養されている

(1982.10.10.撮影)

写真 5

同
英
彦
山
坊
家
か
ら
の
問

問
と
は
行
中
見
舞
の
訪
問
で
あ
る
。
新
客
・
同
行

の
親
た
ち
が
直
接
食
糧
を
携
え
て
入
峯
の
宿
に
来
訪

す
る
場
合
も
あ
る
が
、
度
衆
を
仲
介
役
と
し
て
届
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
三
季
入
峯
に
は
必
ず
英

彦
山
の
十
谷
集
落
が
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
を
組
み
、
度

衆
を
介
し
て
峯
中
の
宿
に
届
け
た
。
た
だ
し
軒
数
の

少
な
い
谷
は
合
同
し
て
行
な
っ
た
。
文
化
二
年
(

八

O
五
)
三
月
二
一
一
一
日
に
別
所
谷
か
ら
届
け
ら
れ
た

も
の
は
、
家
重
一
組
〈
重
箱
を
数
段
重
ね
た
も
の
)
・



餅
三
段
・
煮
染
一
段
・
菓
子
一
段
・
神
酒
柳
半
荷
・
同
行
中
に
一
樽
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
餅
を
主
体
と
し
、
保
存
が
効
き
、
手
を

加
え
ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
行
人
を
慰
労
す
る
心
尽
し
の
寵
っ
た
も
の
で
あ
る
。

村
檀
那
・
里
人
な
ど
か
ら
の
問

入
峯
の
集
団
が
旦
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
各
地
で
俗
人
か
ら
茶
・
握
り
飯
・
煮
染
・
御
神
酒
な
ど
の
接
待
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
山
伏
た
ち
は
加
持
祈
樟
や
護
符
を
与
え
て
俗
人
の
願
望
に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
宿
泊
所
に
着
い
た
と
き
に
は
、

ほ
と
ん
ど
例
外
な

く
「
宿
附
」
と
称
す
る
食
事
と
、
薪
・
水
な
ど
が
村
人
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

修験集団にみる山岳通行(情報・交通)の実態

以
上
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
山
岳
持
撒
中
の
食
生
活
は
、
炊
飯
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米
の
運
搬
や

3

薪
水
の
確

保
、
簡
素
で
も
副
食
の
調
理
な
ど
に
時
間
を
多
く
費
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
調
理
さ
れ
た
も
の
を
入
峯
集
団
外
か
ら
仰
ぐ

期
待
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
文
化
二
年
の
春
峰
五
五
日
間
の
う
ち
、

一
日
に
一
回
で
も
外
部
か
ら
の
食
物
を
聞
や
接
待
と
し

て
受
け
た
日
が
二
七
日
あ
る
。
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
〉
の
秋
峰
で
も
三
四
日
間
の
う
ち
、
二

O
日
は
聞
や
接
待
の
あ
っ
た
日
で
あ
る
。

四

あ

と

が

き

山
伏
た
ち
は
山
岳
斜
撒
の
伝
統
的
体
験
を
通
じ
て
、
山
岳
地
帯
に
お
け
る
道
の
特
徴
、
宿
泊
や
長
距
離
の
歩
行
に
対
す
る
装
束
、
そ
し

て
食
糧
需
給
の
要
領
な
ど
を
心
得
て
い
た
。

一
般
民
衆
は
そ
の
よ
う
な
山
伏
(
先
達
)
の
勧
誘
に
信
頼
を
託
し
、
俗
界
を
離
脱
し
て
聖
な

る
山
へ
登
り
、
苦
行
の
一
端
を
体
験
し
な
が
ら
諸
願
成
就
を
祈
り
、
心
身
を
新
た
に
、
再
び
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
現
在
も
各
地

147 

の
山
岳
に
み
る
諸
集
団
の
登
拝
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
伝
統
と
は
関
係
の
な
い
現
代
的

な
発
想
と
考
え
が
ち
な
自
然
歩
道
計
画
に
つ
い
て
も
、
九
州
自
然
歩
道
の
場
合
、
北
九
州
工
業
地
帯
を
眼
下
に
展
望
す
る
皿
倉
山
か
ら
南
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下
し
、
尺
岳
・
福
智
山
を
へ
て
英
彦
山
に
至
る
コ

l
ス
は
、
中
世
以
来
の
彦
山
秋
峰
の
コ

l
ス
と
類
似
し
て
い
る
。
尺
岳
・
福
智
山
の
縦

走
路
は
峰
入
り
道
そ
の
も
の
で
あ
り
(
写
真
2
〉、

尺
岳
の
水
場
や
福
智
山
の
山
小
屋
付
近
は
、
峰
入
り
の
宿
跡
で
あ
る
。
自
然
歩
道
は

更
に
英
彦
山
か
ら
西
に
向
か
い
、
民
窯
の
里
小
石
原
を
へ
て
馬
見
山
・
古
処
山
・
宝
満
山
か
ら
太
宰
府
ヘ
下
る
。
こ
の
山
道
も
春
峰
の
コ

ー
ス
と
完
全
に
一
致
す
る
部
分
が
、
秋
峰
の
場
合
以
上
に
多
い
。
そ
し
て
英
彦
山
深
倉
峡
・
小
石
原
(
立
ケ
隠
)
・
古
処
山
・
三
箇
山
(
五

玉
山
〉
・
宝
満
山
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
い
ず
れ
も
入
峯
の
宿
跡
ま
た
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
場
所
で
あ
る
(
号
。

わ
が
国
の
山
岳
地
帯
で
は
、
山
伏
集
団
が
通
行
し
宿
泊
し
た
峰
入
り
道
や
宿
が
、
現
在
も
伝
統
的
に
利
用
さ
れ
た
り
、
現
代
的
な
自
然

歩
道
や
山
地
キ
ャ
ン
プ
場
の
よ
う
な
形
態
で
蘇
っ
て
い
る
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
的
に
ス
キ
l
集
落
の
調
査
・
研
究
を
さ

れ
た
白
坂

蕃
氏
は
、
そ
の
成
立
類
型
の
中
に
戸
隠
山
の
中
社
・
宝
光
社
、

木
曾
御
獄
山
の
王
滝
・
黒
沢
な
ど
信
仰
集
落
か
ら
の
移
項
型

や
鳥
海
山
・
月
山
・
乗
鞍
岳
・
立
山
・
白
馬
岳
な
ど
の
夏
ス
キ
l
集
落
の
形
成
に
注
目
し
て
い
る
品
)
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
伏

集
団
が
入
峯
の
拠
点
や
行
場
と
し
た
地
域
で
あ
る
。

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
以
来
、
廃
絶
し
た
峰
入
り
道
や
宿
、
す
な
わ
ち
山
伏
集
団
の
山
岳
通
行
の
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
現
代
的
な
活
用
価
値
を
更
に
広
域
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

i主

(
1
)

拙
稿
「
日
本
の
山
岳
交
通
路
と
し
て
の
修
験
道
の
峰
入
り
道
に
関
す
る
研
究
」
駒
沢
地
理
二
二
号
、
一
九
八
六
。

(
2
)

中
門
坊
栄
宗
「
無
則
蓄
浅
略
」
享
保
四
甲
子
(
写
)
、
勝
円
坊
文
書
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
「
三
季
入
峯
ハ
印
信
三
委
グ
出
夕
日
。
逆
峯
ノ
順
路

乱
世
ヨ
日
中
絶
数
度
ナ
リ
。
役
民
入
唐
ノ
帰
路
ハ
筑
前
黒
崎
ノ
鷹
見
ヨ
リ
福
智
山
ノ
問
、
又
ハ
金
峰
山
ヨ
リ
岩
石
ノ
間
ハ
今
回
一
至
テ
モ
怠
レ
リ
。

岩
石
毛
天
正
一
五
年
-
一
落
披
シ
毛
利
領
ト
ナ
リ
、
慶
長
五
年
迄
ハ
城
廓
ト
ナ
ル
故
、
宮
ハ
山
足
-
一
移
p
、
山
頭
ハ
上
古
霊
場
ヲ
祉
モ
何
処
ト
知
ル
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人
モ
ナ
シ
。
砥
代
妙
見
モ
菊
池
民
城
ヲ
築
キ
、
戸
城
ト
号
ス
。
上
宮
モ
今
ハ
小
内
田
村
ノ
下
宮
ト
同
社
ニ
ナ
レ
リ
」
。

〈

3
)

庄
野
与
助
写
「
享
和
三
壬
亥
年
七
月
三
十
日
竜
珠
涜
有
謙
公
御
入
峯
御
修
尾
行
列
」
、
直
方
市
加
藤
家
文
書
。

(
4
)

「
高
演
大
僧
正
入
峯
行
列
記
」
、
文
化
元
歳
次
甲
子
十
月
、
江
戸
学
奨
M
薦
問
欄
謹
同
識
、
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
第
九
六
巻
、
鈴
木
学
術

財
団
、
一
九
七
七
、
一
七
二

t
一
八
一
一
貝
。
以
下
、
本
書
引
用
の
場
合
は
『
日
蔵
』
巻
数
、
一
良
の
み
略
記
。

(
5
)

「
従
呆
向
因
峰
日
録
」
弘
化
二
乙
巳
七
月
三
十
日
、
璃
次
大
先
達
法
印
、
円
印
(
坊
)
良
容
、
守
静
坊
文
書
(
長
野
家
蔵
)
。

(
6
)

拙
稿
「
日
本
の
山
岳
交
通
路
と
修
験
道
の
入
峯
に
つ
い
て
」
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
四

O
、
一
九
八
二
、
八

O
頁。

(
7
)

戸
川
安
章
『
出
羽
一
一
一
山
修
験
道
の
研
究
』
佼
成
出
版
、
一
九
七
三
、
一
一
九
頁
。

(
8
)

五
来
重
『
近
畿
霊
山
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、
一
九
七
七
、
一
二
頁
。

(
9
)

英
彦
山
の
秋
峰
で
は
、
図
2
に
示
し
た
と
お
り
、
第
一
日
の
行
程
は
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
問
、
各
所
に
勤
行
し
な
が
ら
進
む
の
で

三
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、
通
行
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
下
り
坂
で
あ
る
た
め
一
時
間
半
で
到
達
す
る
。
し
か
し
現
在
こ
の
道
は
廃
絶
し
て
お
り
、

彦
山
川
沿
い
の
定
期
バ
ス
路
を
行
け
ば
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
と
な
り
、
歩
け
ば
二
時
間
半
を
要
す
る
。
つ
ま
り
徒
歩
の
時
代
は
、
峰
入
り
道
を

利
用
し
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
実
際
に
一
般
参
詣
者
も
、
こ
の
道
を
利
用
す
る
人
が
多
か
っ
た
。

(
叩
)
白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
、
四
一
八
・
七
二
九
頁
。

(
孔
)
日
本
国
語
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
〔
縮
刷
版
〕
五
、
小
学
館
、
一
九
八

O
、
一

O
一一三良。

(
ロ
)
豊
田
武
・
児
玉
幸
多
編
『
交
通
史
』
山
川
出
版
、
一
九
七
六
、
六
二
・
六
三
頁
。

(
日
)
鈴
木
昭
英
筆
写
「
金
峯
山
本
縁
起
」
『
修
験
道
史
料
集
』
(
亙
)
名
著
出
版
、
一
九
八
四
、
一
二

0
・
一
一
一
一
一
良
。

(
M
)

阿
吸
一
房
一
即
伝
永
禄
元
年
戊
午
六
月
七
日
「
彦
山
修
験
秘
訣
印
信
口
決
集

l
山
用
名
類
集
」
『
日
蔵
』
第
九
五
巻
、
一
二
一
貝
。

(
日
)
阿
吸
房
即
伝
撰
注
、
永
正
十
年
(
?
)
「
修
験
頓
覚
速
証
集
」
『
日
蔵
』
九
四
、
一
ニ

O
八
真
。

(
路
)
前
掲
(
叩
)
九
一

O
頁。

(
げ
)
石
飛
一
吉
「
大
隅
諸
島
に
お
け
る
山
岳
信
仰
か
ら
み
た
景
観
の
構
造
」
民
俗
学
評
論
一
七
、
大
塚
民
俗
学
会
、

(
四
)
宮
家
準
「
修
験
道
の
衣
体
」
『
修
験
道
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
五
、
六
一
四

t
六
五
六
頁
。

(
m
m
)

大
先
達
権
大
僧
都
法
印
修
蔵
坊
幸
佳
「
峯
中
駈
路
密
記
全
」
天
明
五
乙
巴
天
初
秋
中
旬
書
写
。

(
却
)
前
掲
(
6
)

八
七
真
。

一
九
七
九
。

149 



150 

(
幻
)
永
正
十
年
(
一
五
二
ニ
)
の
春
峯
碑
伝
図
八
前
掲
(
時
)
三

O
七
頁
に
V
よ
れ
ば
、
度
衆
何
百
人
、
新
客
口
百
人
と
記
さ
れ
お
り
、
大
永
五
年

(
一
五
二
五
)
の
阿
吸
房
即
伝
コ
ニ
峯
相
承
法
則
密
記
」
(
『
日
蔵
』
九
四
、
三
四
五
頁
)
に
は
度
衆
何
十
人
、
新
客
何
十
人
と
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
推
定
。

(
沼
)
森
弘
子
『
宝
満
山
歴
史
散
歩
』
葦
書
房
、
一
九
七
五
、
二
一
一
一
頁
。

(
お
)
『
古
坊
中
|
熊
本
県
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
・
白
水
村
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
九
集
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八

O
、
一
一
一
一
頁
。

(
M
)

白
浜
信
之
「
肥
前
の
山
伏
(
修
験
)
と
回
峰
行
」
(
未
刊
)
に
よ
れ
ば
、
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
に
肥
前
国
峰
が
再
興
さ
れ
、
天
保
四
年
(
一

八
一
二
三
)
ま
で
毎
年
、
こ
の
間
に
最
大
二
七
人
、
最
少
一
四
人
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
欠
行
が
ち
と
な
っ
た
。

(
お
)
前
掲
(
日
比
〉
一
五
頁
。

(
お
)
『
本
山
流
法
螺
音
譜
』
本
山
修
験
宗
本
庁
、
聖
護
院
門
跡
、
一
九
八
四
。

(
幻
)
勅
宣
年
分
度
者
新
大
先
違
法
印

n
U
「
従
因
至
果
峰
中
目
録
」
文
化
ニ
乙
丑
歳

n
u、
守
静
坊
文
書
(
長
野
家
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
一
ニ
月
一
五
日

に
英
彦
山
春
峰
の
深
仙
宿
を
発
宿
予
定
の
と
こ
ろ
、
大
先
達
の
親
戚
に
当
る
実
門
坊
の
妻
が
病
死
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
大
先
達
は
大

宿
か
ら
柴
宿
に
移
り
、
頭
襟
を
は
ず
し
、
三
日
間
の
忌
に
入
り
、
全
員
が
宿
立
を
延
期
し
て
い
る
。

(
お
)
勅
宣
度
者
大
先
違
法
印
度
亨
「
従
悶
向
呆
峰
中
日
録
」
文
久
四
甲
子
年
二
月
士
口
日
、
守
静
坊
文
書
(
長
野
家
蔵
)
。

(
却
)
拙
稿
「
山
岳
交
通
路
と
し
て
の
修
験
道
の
峰
入
り
路
」
(
上
野
福
男
編
『
地
理
学
と
日
本
の
山
村
』
農
林
統
計
協
会
、
一
九
八
六
)
。

(
叩
)
白
坂
蕃
「
リ
ゾ
ー
ト
と
プ
ナ
林
帯
!
と
く
に
ス
キ
1
集
落
に
つ
い
て
」
地
理
二
六
|
四
、
古
今
書
除
、
一
九
八
一
、
九

0
・
九
一
一
頁
。




